


第 24回 定 期 演 奏 会

昭不口49年 12月 13日 (金)

神 戸 文 化 ホ ー ル

神 戸 大 学 交 響 楽 団
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朧 驚嘗李剛理 新 保    博

音楽にかざりない 「愛と晴熱Jを もっている者にとって、

“

奏会を開くことはつねに変わらぬ

「夕Jで す。会すろ者が互に心をかよわせ、ともに楽しむ 既 踏会Jに も似て、普楽を通じて演

炎する者と

“

よく者とが
'さ

を一つにするこ|が できるならば、それはわイ■われの無上の首びです。

十分な練習をつんだとはいえ、われわれ|よ木熱です。今夕の演奏が、われわれにとつて 「断顛台

への行進Jと なるか、 「ワルブルギスの夜Jに なるか、お鳳き下さった方々の判断に委ねるほか

はありません。われわ′■としてほ、オーケストラの華屁な 「幻想Jの Il界へ、皆様を誘うことが

できれば、とねがうのみです。
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「幻想交響山Jを とり上げてみました。定ユでフランス物を演秦するのは数年ぶ り、勿論の

こと幻想は初めて手がける作品です.

尚今年はピアノ協奏曲を間にはさむ事によリプログラムとしてはお●H・しみ頂けるのではないで

しょうか。

どうか最後までゆっくりとお聴き頂くと共に皆属71の率直な御批判を場わる事ができますれ|ま

幸いです。

本口は御多忙中、ようこそ御来場下さいまし

[Lっ て私達学生オケにとつては一Erの演奏会の
年に何回も澳秦会を行うプロのオーケストラ2

重みは一口では言えないものがあります。この2時間足らずの中に棟習に練習を重ねた全部貝の

努ヵが集約され、次の飛躍への出発点でもあう同嗜に忠い出でもあるから

`す

。我々は木熱なが

らも毎年大きな曲に取り組んでまいりましたが、今年はペルリオーズの手になる有名なシンフォ

純崎

第24回定期演奏会を迎えることになうました。お蔭さまで神戸大学交響楽団も追々内容が充実

して参 りました.こ れはと

'も

なおきず近来学生諸君の青業に対する関心の深まりであ

'、

目つ

交響楽団貝諸君の口LFlの努力研鎖と、ひたむきな情熱の高まうの綸栞であると思います。El員数

が増えるに伴い、とかく相互のコミュニケーシ」ンの不足が起こ

'易

いものでありますが、之を

充分克1腱して良 くまとまった学生交響楽団として成長して参 りましたことは誠に嬉しく又心強 く

思っている次第です。我々響友会々貝―同も神戸大学交響楽団の発展に少しでも役立てばと、及

ばず乍 ら協力していろものですが、本口は1召FI四十九年皮の総決算として学生諸君の―年間の努

力の結晶を別掲のプログラムによって発表出来ますことは誠にご同曖の至 うと存じます.

未熟な点は多々あると思いますが若き情熱を傾けて一心に練習を禎んで参 うました成栞をゆっ

くりご鑑賞して項き度 く存じ.ます。御来場の皆様のご声援を得て本曰の演奏会が有意義なものに

なりますよう心からお願い中し上1デます.

ヨ
漏
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ベル リオーズ

プ ロ グ ラ ム

ラコッツィ行進曲

～劇的物語 「ファウス トの劫罰Jよ り

ベー トーベ ン ピアノ協奏曲 第1番 ハ長調 作品15

I  Allegro con brio

I Largo

lII  ROndo, Allegro Scherzando

一 休   憩 ―

ベル リオーズ 幻 想 交 響 山

I ROVeiie8 Passions(夢 と情熱)

Larg。一A'legェo agitato e 8pp=8ionato a==3i

I Un Oalけ 1階会)
Val,e,Allegro non tropp。

II S“ nC allx chamぃ (野の風i)
Ad3gio

Ⅳ MaК ho au Supplice(的i頭台への行進)
Allog■ o non tェ oppo

.  T  SOnge d'une nuit du S:bもatプ
′レギスの夜の

"Lalshetto All€srFAllegro3Bsri
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説解目曲

11く¬
`11‐

|,■〕 ■|<),「,―
-11く

>11'●=夕 ∫
' 

‐
'い

く■ !|~||)('111(メ ])|―|い<>(||  'lI=)(],中 tlく)||~l)'('1'く >|'

ラコッツィー行進曲                     ベ ル リオーズ

不退の

“

「山家ベルリオーズにとってこれほどの成
"は

まれであった。今ではフランス。マン派の開恒とあがめられ

ているベルリオーズが当時は初演のたびの不.fに悩み普しんていたのは他ならぬl・・の大′によるものであった.あ の

幻想交懇山にしてもこの||ほどの欽呼は得 られなかったのである.― 収の聴栞とはそのようなものであろ。

彼自身の 阿 想録Jに よると 「怒涛のような歓呼」をもって迎えられたこのラコッツィー行進山は言 うまでもなく

ハンガ,―の革命指導者ラコッツィー将守にゆか

'の

歌をもとにしたもので、この成llJに気をよくしたベル,オーズ

は後に彼の大作 「ファウス ゆ 劫罰」の中にむつや うこの山を入ねてしまいました.山 は華々しい・l弦楽法を廊■し

た効栞的なもので古今の行進山中の名||の1つに致えられるものであろう.

ピアノ協奏由 第 1番  ハ長調 作品45

ベー トーベンとピアノが不可分の|・tl係にあったことはビアノの名手としての彼のalぃ立ちから考えれば極当然のこ

とであろう。彼の演奏家としての天才ぶ りは、その即興演奨の卓延したtl技や、その異様なまでに情感のこもった表

現力によって大いに発揮されたということであろ.彼 は耳のよ思によって演英をⅢl「せざるをえなくなるまで、ビア

ノの演実家として多大な名戸と絶識を0し たのであろ.事 実■は自

“

「の5山の拉妻山のうち第4番まで全ての初演に

Щ棗者として出演していろのであろ.

第1番 とШきれるこの山は成立年代においては第2番よりも後であって、その人器編成の肌世においてもその楽山

の構成力においても第2番をしのいでおり 初期の供作の一つであろ.ベ ートーベンが (アレグロ)コ ン ブリオを

`ん

で川いたことはFl知の享実では l・るがこの11でも第 1楽章にこの発想記号を||いでいる.りt型的な脇夫風ソ,タ

形式でありこういったところに先輩ハイドンやモーッァル トの影響が色波く漂っている。しかしはつらつとノた明ろ

い=口 は背
`Fベ

ートーベンの搬然とした態度がうかがえ、ll感のr●てるところである。

緩徐来章ラルゴはその■美さi資にロマン派の満芽を感じきLIずにはいない。その旋律の業しさはlt筆に値すろもの

が・
71る。              .

第3楽章 ま型T■りのロンドフィナーレ アレグロスケルッァンド.泄成はrl逝うであっでも そtTメ0デ ィは彼一

流のものである.こ の楽章を聴いてま|に春の息吹のようなものを感じろと述べた人がいたがその例え方はどうであ

れ、この楽章には彼の面日孵如たるものがあろう。

作山年代1794(?)～ lη6年 初演1‐Q8年プラハコンヴィクト謝;士、オ～デスカルキー侯夫人lli.

ベ ー トー ベ ン

曲

琲

名

珈

着んぷ る
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TEL(331)0281
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幻   想 (その現在的評m

・天才とlI人は紙―重′という使い古された首いまわしがまさにピッタ,。サ ドやヴィヨンと共通するフランスの

血が生んだ異常なる人間ベル,オーズーー彼の並はずllた自意識と誇大妄想がこのポピュラーなシンフォニーを形づ

くっているすべてだといえるでしょう.元 来ベル,オーズと言 うと、オーケストレーションの神様等と呼ばれている

わけですが、作品番号14というこの早い時期には、それほどの際立った特長は見られず、むしろ稚拙さが目立つ結果

となっています.そ して又、和声にしても、斬新さは感じられるとはいえ、すさまだらけの初歩l鍛階のイm所 も数多

く、採冠性も、それ程音楽と密着したものでもなさそうです。こう考えてくると、現在この山に与えられている絶対

的評価 く相対的評価はともかくとし

`)|ま

ヽもう一つ●を得ていないような気がします.で は この4品 をlill Fと呼

ばせでいる理由は、どこにあるのでしようか。それは、後年のドビュッシー、ラベルに見られるのと同様な音に対す

る印象主義的アブローチにあると思います。そのインスピレ～シロンこそが、このは大なる狂人を天才にまで仕立で

あげた最たる原因でしよう.そ して、彼の彼たるところがこの山には、まだまだ山ていないというのも又、事実なよ

うです。

嗜夢竜から「反鴫
への

み ち しるヘ

駅

<>安 宅産業株 式会社
夫饉 本柱 去 lF市 薫 ズ今繍

`了
日1` ●

`お
2,1お銅 大代豪

豪斎 ホ社 薫 葉 椰 千代 田ほス 事■r,T月 o-1(夫 手町′●,
■(ヽ 2:721,:ダイァルイン交jl

名古=支 社 名 古 巖 1`1.は

"2T口

1,― ″ (口艘ビ″)
‐ (e)2ol→ 2,1大代薇

文店その籠 人II′ll蘭′tlt′広島/金択′仙●′tの泄奄llttr椰市
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指揮者のプロフイール
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岡  田 司

フルート ピアノ■を学び切ロジュニアでオーケストラ活動

に参加.そ の憫FI噸 論、‖llに本1“的な興叶を抱き後に斎H

秀11●
‐
らの教えを11うことになった.

,|オケには47年に入剖
`.ヴ

イオラを

`'き

、同年冬に学■指拝

者になった。以来当オケとは尼古のフルー ト協茨山、進命、ハ

イドンの104・T・ ロ`ンドン・、 ドボル
'―

クの8■ にl.いて5

回目の

"台

である.

こんな彼 き―度指lll台を昨りろと21才とは思えないi顔 を振

りまき、またその口から昴tび白す言■は大変ユーモラスでElを爆笑させ音楽と:瞑りl11んでいる時の彼からは想像でき

ないような―面を見せるのである。我々が彼に畑符すること|ま幅広い人問趾を柑え、彼の持つレパート
'―

を広げて

はしいということだけである.(幻 想交響山およびピアノ協羮曲第

`番

ハ長調を指憚)

今 井 方 丈

兵庫高校吹突楽詢
'を

経て、当|ケ に人部.一 年Шファゴットを学んだ

が、今■から、古巣のクラ,ネ ットに移 リ サブ コンを務めることに

なった。1支初は、ぎこちなかった彼の

`1拘

:ぶりも 近ごろ|まやや落着き、

は 来の共面目さとあいまっで、部貞の信,を 獲得しつつある。しかし、

彼は吹案楽llから足を洸いきれない人間の一人で 時たまその方面の所

nで 駄 tlをすぅぼかして部員を困らせるが それらを工台にして、よ

'
大きく成

'し

てくれろことが我々の讀いでもある.(ラ コッツィ行造山

を指憚)

もしものときでは遅すぎるのです

大同生命は

確かな安心づくりの

お手伝いをいたします

個人向掛け捨て保険●定期保険

ヽ
`・

本社 大阪●吹田市江坂「14T日 23番

`OI号

ヽ
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ソリス トのプロフィール
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官 本

Ta辻が定演でコンチュルトをするのは3年ぶ りですがすばらしいソ,ス トを迎え

ることができました.富 本きんは明朗な方でr楽 に対するホットな情熱と虚飾のな

い態夏は私世のすばらしいお手木となりました。彼女の一音たりともおろそかにし

ない愛情のこもった演実には胸をコたれるものがあります。 (先日の
'サ

イタルの

時のショパンのソナタ)

〔略歴)196o ll 第20回全口本学生吉楽コンタール高校の部西日本第―位に入賞

i972 3 相愛女子大学音楽学都器楽学ロビアノ科専攻■業

19‐3 10 相愛女子大学新人演委会に出薇 (於大阪厚生年金会館)

193 12 曰演連推薦ヤマハ,サ イタルに山演 (於大阪厚生年金会館)

19‐4 10 オルヒデージクランツ ピアノリサイタル (河村京子さんとの

ジョィン ,ヽサ イタル)

ザルッブルグ モーッァルテウム夏季識座 (1907),フ ルシャワ高等音来

院夏李記座 〈197め 受講。

上t」奥子 マグダ タ
'′

フェ,レロ、マルグツータートロムピーニ カズ

ロ、片岡みどり、井口基成の諸氏に師Ji。

コンサートマスター 岩 田 ちゑ里

その栞和な失顔、聖かな体格、えくばのうき出る愛らしい手、その手にかかえ

られろ%の バイオ,ンの型かな■い響き、バイオツンを理く時の、間く者のI●|に

迫ってくるような身のこなし.葉 らしきとたくましさ、やきしさと力強きが彼女

の内には少しの矛盾なく表面はl・だやかにおきまり、そしてその型かな昔色から

しか 内なる感情はうかがわれないのである。彼女のバイオ
'ン

の音には、すべ

てのll容詞が可能であり、時には優しく、また輩しく、あるいは喜ばしく、そし

て誇らし気に、あらゆる感倍を表現して、聞く者の心に安らぎをもたらきずに|ま

いない。

さて口頃おとなしい彼女 も、コン′`の夜には皆をてんてこ舞いさせる主役に変

貌するのであり、lStの連中は譜面台とミ、一卜をもって、深夜彼女に召葉されるのである。

ともあれ四年間、外大から神大まで通いつめて 御苦労きまでした.彼 女の来春の卒米を前に、少し悲し気なバン

ザイを一。

玲

かぜひきこぶ 3硯 です
ボえ践 欝Cサ離 天努博プ嘩
効能F鼻 みず 鼻づまりのどの痛み 悪蒙 発熱 口高 力つ 誌症状の緩オロこ.

はかにがンリせきどゃ・ベンザデイタイム・ベンザ鼻炎月もあります。

ベンザはq宣用上の注意」をよく読んで正しくお使いください。
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音 楽 は 心 で あ る

っ][[:〔tl:うItii:F]ヒ戦|;[「∫i[:I:[:肯争ξぶ:撃覺i::::ili:被l」ヒt

たら、これこそ、音楽そのものではないかしら.

…l織藤霧鎖[111』蕊蹴鰐littI電:さ
れる″`m テ`ン●による州かよう姉感′年々

そんな抽′的な■想の世界をきまようのもよいけオ]ど、

間く場合においてさえ)そ れに関すろルールやテクニツク

度とか、■がどれくらいまわろ力・といったようなテクニッ

1搬lLtl[:i[警91[blI:'::[L[3i:
:を本来の姿に『き放つことで

'ま
ないだろうか.

)、■来に 又人に対すろ工

"iで

あるとい′Iましないか.

[:li】::1[tl[l:I;,ぇのない心の
“
として、いつまでも"き"け

るにちがいない。一と私は思う
のだけれど .

′
苺

，

一
，
〓

自然 の 味 ′

純 工 材 料 が

ぉ ぃ し さの ひ み つ

店
鷹
，
■
　
・

宮

¨
赫

本

三

さ

心 lttil}l墓!
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― 枚 の レ コ ー ド 之 通武

こんな話がある。某4家 が喫茶店で討論の途中、話題が昔楽へと移らた時に、流れているベー トーベンの第五交響

山を耳にしながら、 臥 在の音楽はあまりにも適俗的なのだ、例えば今流れているこの山などもそうだ、君′ベート

ーベンの述命を聴いてみ給え′それこそ音来の神髄というものだよJと 彼は大真面目に一演●lぶったというのだ。

現在の日本人の とりわけクラシックに対する音楽観などというものは 全くこの類の領域から一歩も出ていない

ように思われてならない.教 贅としての音楽一―この忌わしい、聞いただけで背筋に悪寒の走るような、体面=義 の

権化みたいな言葉|ま、今日全国のホールというホー′レを理め尽くさんばかうの勢いであろう。レコードにしても然 う。

全集物が大流行の昨今、いったいどれだけの人同がその全集を全て聴き、真面目にその価値を検.lしているのか?考

えれば考える程、人々の欺晰めいたものが自につくばか りで、故事にいう伯牙と子期の関係はもはや,で しかないの

かと索漠とした気分になる私である.

O

脈価霊が数多く出回ろようになぅたlr今でも、やはうレコードは高級品である.学 生にとっても月に二故三t/とそ

うやたらと買えるものではない.節 制を強い、アルバイトを有効に利用して初めて何枚かのレコードを我物とできる

のである.そ ういった中で、一枚―枚こつこつと買い集める。一枚一枚が肯春時代の栞しい思い出として脳宴に刻み

込まれる。総数はほんの微々たるものであろうし特,■ 整理栖もいらない、ツスニングルームといえ国可の設術もな

い四豊半、マシンは至極平凡な二流品――そのような外見を気にしない.lたむきな姿こそ、真のクラシック愛好家の

姿ではないかと思われて仕様がない.何 も全条物を買うなと言っているのではない.● llから流れる見知らぬ山には

っと感動し、早速レコード店に走るといった店度が欲しいというのだ。.F.栄とか体裁とかいったものを捨て去った自

紙の姿勢で―枚のレコー ドに向うことが最 も望ましいのだ。ベートーベンの第九を持たないからといって少しも恐縮

することはない.責 方がシェ～ンベルクのファンで 「浄夜Jを T瞼 盤にしているなら、それはそれで

`し

人の立入る領

域ではないからである。

痙 Q

ゆたかさを考焔

<>響階岩井

-9-



エ ッ セ イ
●‐‐|‖|― ll,‐ |‖|-1)|‐ _`〕 01)◆ |),― ■)_‐ ・|)‐ ・||― ,11‐ 011◆ ||)◆ ||10   (|-4)CIIll    l‖ I-111‐ ||)◆ ,】

`

Sellr geell,ter Πorr Schumュ nn[

Ich danke :hllen herzlicll f6r lllro F!eundlichkoit

Ⅱ Ber“oz中 埜 品 夫
「|「

“

加愛なる:′ューマン徹

あなたは1“6年冬、ライプチッヒにおける 『宗教裁|!官』序llの上減に、私の作品に対する公正な迎

“

と量大紋の

評価をもって骨をIっ てくだきいました.そ れは私の作,皐が初めて外国で演葵された型かしい記録であり、以来この
I'はヴァイマールやブレーメン きらにはベル,ン といった大椰会でも上演されることになったのです.ま たウィー
ン ミラノ、ニューオーリンズからもスのところに上演の嗜込みがまいりました.こ れらすべであなたがライプチッ
ヒで先鞭をつけでくださったおかげです.
またあなたは あなたがその■心的寄稿者 編彙者として主辛していろ 『古】〔新報Jで 、Tlのオ,しを独1崎 ■技な

ろものとして何度も賞賛してくださぃましたし、そればか,でなく私の,1珀:態度を、あなたの幻tlに存在した音楽上
の俗人たちと戦うグヴィド同盟のШ■にふさわしいものとして、ヽの ドイッ国内における名声を高めるのに大t こヽ尽
力してくだきいました.こ れは

'"祖

国フランスにおいてさえ、 エ`キセントリックな自意 ・
lのnい 無卍牢 として

のi平||しか得ていなかった私にとって、,い強い励みとなったこと|ま言うまでもあ,ません。
これらあなたの力強い擁護に対して 心からの感謝を

"げ

ます.

あなたのエクト～ル

迫伸 :あなたが論文集 『青来と音楽/.についてJで かなう,■約に分析批.Tをiな った 『幻_眩響山Jは 、〕在私
の作品|の|で最 もポピュラーなものになっていますが (これもあなたの功績によるところが大きいのですが)、
世ヌ中のあらゆるオーケストラがそのレパートリーに11み入れております。そして次第にアマチュアのオーケ
ス トラまでもが収 り上げるようになってきてお,ます.今 口かのlt戸のj山では71戸大予交響楽団が●炎すろこ
とになってぃるのですが 卓某の陰から■らの肯本の ｀

″と情熱
″を安んして御傾藤 ださいJ

*     *     *
10世

`こ

から20世紀初頭にかけてのほぼ1世紀は、苦楽史上のロマン主義思漸が非常に支配的傾向にあったという意
味から―般にロマン派の時代と呼ばれる.ロ マン主城とは 常・.l的了解の範口で、型かな想像力と独倉1性を基調とし
白山チllllな惜感の表山を工んじる■m的  流IIJ的01作態度を指すものであった.こ れは18世紀末の文芸思潮の中で育
まれてきたものであり それ以11の

"快

な直観力と厳格なll式的調和を■ユする古人主義に対峙せられるものであっ
た.す なわち古奥派の時| がヽ形式秩序の時( でヽあったのに

"し

、ロマン派の時代は自由表現の時代であったのであろ.
こうしたロマン派時

^を

ヽ成した幾多の作山家の■で呆レて誰が最もロマン的であるのだろうか.ま た誰がこの時

黛:歯 霙I参 []ξ 考

`ι

:ξ ?胃 λλt主 :2ワ リ[]レ F】 :a骨

'夕

::晋 ;::香 阜[:覧 :灸 【「『;f
しかし最もロマン的な詩迦を強く感じさせる

“

ョ呻家はlLならぬロベル ト ンューマンではなかったろうか.シ ューマ
ンこそロマン的という言火が示す範ちゅうの最も内奥に近ぃ部分に位置する j lr型的なロマン主義作山家にこいない
のである。ハイネの ・五月のうるわしき朝に′につけたメロディーを聴けば、何人たりともこの見解に異論をきしは
さむ余地がないことはlnらかになるであろう。

- 1 0 -
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私はシューマンという作山家が好きであろ.そ れはひとつにはもちろん彼の抒惜的で詩的幻涅的な香 0の高い音丼

によるものであるが、また彼の芸術の真実さに対する内両的な誠実や自己を律する立派な責任感と使命感のためでも

ある.そ してまたクララヘの思慕と作風の推移との関係に対する知的興味にも基づくのである.彼 の結婚に至るまで

(この間彼とクララは隔絶を余犠なくされ、不安と結望に苛まれる日々の連続であった)の 数々のピアノ山の傑作一

とうわけ 『幻想山』や 『ダヴィド同盟舞山集』 『幻想小山集』などには、クララヘの強い情熱と思慕が秘められ、動

的な緊猥を|まらみ、聴 く者を深い感動に誘 う。またクララとの結婚の年に書かれたたくさんの歌山―― と0わ け 『詩

人の恋Jや 結婚前夜クララに杯げられた 『ミルテの花Jな どにはクララに対するいつくしみと喜ばしい感情が気高く

表わされ、,に 見るような美しいl」情が道うのを感じる.

彼は短期間にあるシキン,レの曲ばか0を たてつづけに作山した。一-1830年 代のピアノ山、40年の歌山、曖年の室

内楽山¨̈ .そ してこのことを後の彼の精|1分裂と関連づけて説明する人もいるが、決してそれだけに曰るものでは

ない.と 言うよりもそれ以上に彼の作商の集■性は、彼の自己の内側に対する忠実さによるのではないだろうか.彼

は自己のあスれるような車感のほとばしりを一山のみに止めることはできなかったし、完全さへの意孜がさらに霊感

を強める方向に遠元していったのである.そ こには彼の人並み以上の責任感と掟命感が働いたのに違いない。

シューマンの業績の中でも特に忘れてはならをいのが彼の文筆面での漬動である。彼は 『音楽VF萩Jを 発行し籠か

しい批評文を綱介することによって、シューベルトに正しい評価を与え、ショパンの美しい才能を絶贅し、若きブラ

ームスを華々しa壇 に登場させたのであった.そ してベル,オ ーズの特宴な天才も、ltのすぐれた批評の力によっ

て ドイッ音楽界中が知るところとなったのである.

*     *     *

シューマンは r音楽と音丼家について』の中で 「幻想交響苗』について次のように釜いている.

「思LIの銚い浸透性や力強さをそこなうことなくいかなるものも抜き差しできない。このような無駄も不足もない

一征の完墜さがすべて何と大胆な手法で完成されていることだろう。 一音楽は、拍子の厳格な規則に圧迫されてい

なかぅた太初に再び立ち戻

' 

詢束からll放された独立した奔放な説話や、よリーロ高度で詩的な句売工にまで市ま

ろうとするかのように思われる  。J

「僕らも真に巨大な幻想に身を浸し 幻想の赴く力
'ま

まに筆を孤ってみたい.  J

「強烈な背春の心情わ渤 めて爆発するところでは 全 く誰にも恋いとることのできない独特の力が内在している.

たとえその口調が十L野を極めたものであっても.  」

「低俗な市民根性では計 りきれないこの火のような青年を見たまえ′J

「和声は、多種多様の組み合わせをわずかな手法で行なうという意味での一種の革″|きの面においても、ベートー

ヴュン同様卓越している. …」

「旋葎はすべて独●fで巧まぎる良さというものを持っているが、細かい挿入部の旋律は、その反対に全く個性をll.

白分|こ

「願わくば僕らがこうした箇所 (不明腋で曖味な和音や歪んr・不1古)を 美しいと祝福する時は決して来ないように.

…J

しかし、とは言うもののこの記寧に一員しているものは ｀
新しい山にも暖い心でレするように.知 らない名だか

らといって偏見をもたないように。'≪ 彼の音楽の座若銘≫という高責寛容な態皮である.

*     *     *

に全r敷3曾省l寡1∫蔀鳥堡際[319詈省泉欝濡量暑
であり`また評価標準も直接的であるにせよ円霰的である
:としての自己から分離することなど絶対にあり得ない限り、

完全な一般的客観的評価などとうてい不可能であろう.し かし評価をよ颯 確づけるためには、偏兄、嫉妬など特殊

な感情を夢|すること力泌 要となる。これはただでさえ実践し難いものであるが、評価の対象が自已と同―の立場にあ

る場合なおきらであろ.

lm年 近く経てすっoり 固まった今曰の価値判断からして、シューマンはその困難をやり遂げている。彼は未だフ

ランス国内でも認められていなかった新進ベル,オ ーズを、正しい (今曰から見て)評 価をもって ドイツ楽壇に招介

したのである.彼 が4商 家として当然持っていただろうと思われる慧眼ばか りに目が注がれるあまり、真実によ

'近い彼の評虚さや道菫に対すう義務感を見失うことのないようにしなければならない.こ れらは人が最近頓に忘れてき

ている贅重なものではないかという気がしてならない.

シ_― マンは私にたいへんな感銘と教割を与えた.文 頭に掲げたような文面を果してベルリオーズが書いたかどう

か、私の知るところではなぃ。しかし私は信したい.ベ ルリオー
ズがこのような手紙を害いたことを。たとえ書かな

かったとしても感謝の念を思い浮かべたことを.そ れは私のシューマンに対する気持ちが襄付けられる力,らという理

白だけではない。天才間の協rl音がその末端において響くのが臨こえてくるだけでも何と美しく響くことだろうか.

却して、普遍rjでよぅ高度な美しさに高あられていろ.  J云 。々

ところがシューマンはこれらの記述のような全両r13無+1限の賞場にのみ終始しているわけでは決してない.

ないものを持つ相手に無意を払いながらも、部分的な自意識による反発を拭い去れないのである.例 えば

-11-
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仲び放題の髪、くたびれた服 常に孤独と向きあうような厳しい顔、およそ常:織とは無縁な、しかし (あるいは

「それゆえにJ)数 々の企字塔たる作品を産み||した人――これが、おそらく大部分の人々のベートーブヱンに対す

ろ認識あ最初のものであるに違いない.確 力■こ、彼の音来にはイしには見 られない■放さがあう、それが大きな魅力と

なっているの=が .同 時に石のごとく動かし難い厳しさ、誠実きを感じない訳にはいかない.

彼のスケッチブックが教えろものは、天′たるものが素逸 りすることのできない形しい苦しいタカの跡である渾沌

をス序に置き換えるという天才の作業を、彼は実に天才らしからぬ周到さで行った。その創

“

「態度から産まれるこの

渾沌からTI序へ0移 行は、作品の上に見事に結実する。揺るぎない形式がそれである.二 つのまきに対照的なるもの

の提示、それらの反発、合休を経て純粋な発展を遂げ完結する。こう言ってしまうと、いかにも冷たく感じるが 彼

の音楽はそれを何とも素晴らしく実感させるのだ。ベートーヴェンのソナタ形式に皿れろ1寺、そこに我々は秩序の青

味と孤高な建造物としての人間を感しる。

使いたくない言葉だが、彼の音楽についてよく言われる 「苦悩から歓菖へ」という言葉がある。頻繁に語られるに

は、あまりに言葉そのものの美感を欠いていろからなのだが、それが照らすところの本来の純粋さを信ずるならば、

これほどベートーヴェンの音楽に的確に光を当てる言策 もない。彼はその誠実さのゆえ、その熱さのゆえ、已が感情

を 喜び、苦しみ、あるいは悲しみを押きえることなく誇工することなく工線紙に吐き出した.そ の結栞我々は、人

間の感情というものが、これほどにまで幅広く螢かであり、人間の持つ至宝であることを感得する。実際、彼の音楽

の苦悩の、富悦の表現は、我々の持つことのできる音楽の最も崇高な証である.

感情の振幅を極限にまで広げることによって、彼は我々に人凹というものの本来の力強くたくましく高資な姿を見

つめさせてくれる。そして、そこには、現身の我々とその本来の我々の姿とのllには、彼の投げかけでくれた愛に満

ちた彼方の、だが夢ではない白由への架橋が燦然と輝いているのである。

LetЪ  Grow up!

衣・食・住の分野で
未来に向かって挑戦する…

石 卜7ン

チ=ムワークを
大事にしたい

小
'ヽ
は,ば

'い
=のtな●て い●●旱く社会情

"を
把撻しま

' 
巨体を0'つて線きんは先取

の袋征にJか0のマす 口査 認鷹 :iゆ―

チームワークを
`な

れて窓しうるものではあ●まt/●
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私辻学ιLオーケス トラの評価は一般的に非常に低く、

社会的な理解はまだまだと言えます (実際にあまり市

い実力があるとは言えませんが)。 この記録が私逮の

清動の実態をllっていただく手助けになれば■いと存

じます。

昭和4B年12月2`日 第23口定期演棄会l・了後従員政選

オイゼビウス (以下E)「 曰的とされるF楽 追求が■

術向上にのみふ り向けられているのではないか」

フロレスタン (llttF)「 最終日標は部員各自が自已

の満足を得ること.満 足の性格によってモメントを置

きかえればよいJ

E「 我々の活動には技術的にもっと先に進んだ人 (プ

ロ)が いることで演妻会を開く社会rlj意味を失すろJ

F「 拘束されることなく自主的に皆が一lIとなぅて立

ち向かう強い姿勢こそかけがえがない。部員が多いこ

とによる意志疎通の欠llや官

“"11央

集権的機構を栞

り越えてそれを推し進めなければならない」

6月15曰 第 3回 神戸大学音楽祭

F「 各サークルの演突会のダインェス ト版というさん

ぎんな評価しか残さなかった.合 同演奏 もなく各サー

クル間の共通項は完全に忘却された」

E「 各サークルともや,出 したということだ|ナですっ

かり満足して●滞しでいる。発屁の可能性はないJ

6月29日 KOBE ORCIIESTER‐ PEST'74

(中南大学交響楽団との合同演実会)

E「 合同練習の1キ間をもっとムやすべき。特にパート

ごとの合同練習に主眼を置けばかな

"成

果が期待で

きたJ                  '

F「 君は構想だけが大きかった。■ホールということ

で広報を躍踏しすざた.君 の論理からすればこの演秦

会こそ大丸■なキャンペーンを行なってもよいはずJ
(呼南大学交響楽団のみなさん どうもありがとう)

7月 6日 神戸市立友生姜謹学校にて演妻会

E「 君は単なる慰問に終わらせてはならなぃとごって

いた。J

F「 しかし結栞的には凛炎を一方的に与える形I_Iで進

められた。君は初めからlllかを恐れすぎていた。もっ

といろいろな冒険を行七えば良かった.君 の博愛主義

はきれいすざるJ

E「 査護学佼の先生や生従さん方は学習清動の―環と

して考えてくだきった。それだけでも良いというのは

君の気安めだ。確力Ⅲこもっとや,方はあった.君 に時

間がなかったということは理山にならない。■徒さん

方の真貪」な学習時間をいかすかどうがだからJ
(この演夷会のために作||してくださった渋谷憲辛君

どうもありがとう)

8月 27曰～9月 3曰 夏季強七合宿

E「 なぜ彼らはあれにどバッカスの魅力にと

'つ

かれ

るのだろう.ま るで逃避か忘却のようだJ

12局13日 第24回定期演棄会

E「 詢 想
″の技

`1的

困難さは自由な活勁を1凰むしテ

クニックによるえ別を助長する。秦ける者だけが満足

し、うわべだけを飾る演突会であつてはならないJ

E「 君は資金築めと広報を盲日的に行ないすぎるので

はないがもそれがもたらす影響や責任について考えな

いのか.た だ客席をいっぱいにし演妻会を無事終わら

せるだけでよいのかJ
‐
L「 演棗会が無事に終われば何もかもが美化されてし

まう.こ んな充足にひた0き っでよいのかJ

-13-
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村 丼 悦 子 〈lSt Vn)教育学部

2年からパイオツンを始めたにもかかわらず、その練習熱心きで、今年の定演では lStの座を獲得した.細 い体に
ファイトを貯え、楽譜を一心に兄つめ、やや首をかしげてひくその姿には 年令を惑じさせないひたすらさがあって、

T者 の胸をうつのである。彼女はピアノT斗に箱をおき、この定演のビアノ コンチュル トでは、練習1寺にソ。の代役
を果たして我ォケに尽くしていただいたのである.二 月の卒置を性えて、lI.在悪戦|キ「I中であろが、・lち11の頑・F,
で素暗らしい演美を間かせてくれるだろう。

羽 口 善 子 (VC)|1戸外大

Iに 喧臓なチェロパー トにおいて決して自分をF.失うことなく、

“

口として白己の世界を形づくっているのが彼女
ではないだろうかと筆者は思うのである.だ から日LFから目だたないようだがチェロパ～卜にとってはなくてはなら
ないチェリストの 1人 として、今曰の演突会でもチェロを妻でてくれるのである.テ ェロを始めたのは2年からだそ

うであるがそんなハンディーもものともせず静かな田志でもって がんばっておられるのです。

丼 "1 和 子 (2nd Vn)教 育学部

大学―年からバイオリンを弾き始めて、三rr同セカンドを守,、今■の定演は都合によう出渡されないが、その兄
るからに頼もしい様子といい ビオラK嬢 にも匹散する■舌とぃい、今なおセカンドのユ要な構成メンバーであろ事
は躙ユいない。包容力のあ為笑顔と霙らしい戸には、誰でも観 しみを感じずにはいられす、来●からは小学校の先■
―というより小学生連の頼 りになるお姉さんとして,汽 を集めるであろう。

芳 本 賢 治 (Fl)経営学詢,

何と言っても方本さんが神大に少なくともあと一年域ることを余篠なくきれているということは、団員にとってう
れしいことです.そ れほど彼は神大オケの中での大l●な存在の一人なのです。フルートを持って今年で11年になると
いうその音色には、さすがに聴く人を|き つけるものがあうます.あ のふっくらとした体全部を共鳴させているのか
と思われるほどの螢かな工みのある音は何か力心魃に似たものを与えてくれます.合 宿でのかの有名な往復いびきが
少し気になりますが、あと二、三年残って頂けたら、なんて思います.

野 崎 宮 夫 くCl)工 学部

いつもにこにこしていて実うと八重歯がかわゆいのそす。こぅ書 くと女性的な印象を与えるかもしれませんが、そ
の華奮な外観とは襄腹に登山が好きで暇を兄つけてはよくリュックを■ぃでぃます。最近はスキャンダルの嗜が.?
彼は入部間もなく2ndの Top(?)を 吹かせてもらい、以来211dのソロパー トを吹くことに生き甲斐を感じていま

す。その彼が一年先輩であり同輩でもある (?)I氏 とのくらりねっと こんびを結成してから早や3年 になうます。
今日はその絶炒のアンサンブルをとくとお回き下さい。

なおオペラ グラス等お持ちの方に一言言い添えますと、背筋を伸ばし、八重歯のためにわずか斜めに構えて、垂
直に近い角度で演案すろあの 湾 崎癸法

′をお見逃しなく。

一- 14 -一
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藤 本 明 利 (Ob)経 済学部

F‐のプロフィ～ルを書くというのは 非常に国雌なことである.

オ～ケストラでともに1年半を過ごして今なお、氏がlllを考え、何をなきんとしているのかよくわからないll機な

のであるが 神大住吉寮を寝城に、曰夜lI盛な活動力を静っているらしいことは想像にかたくない。

氏のオーボエはまことに華美であり、ソ。を吹く峙などまさに両目躍如たるものがある。 (天17■とでも音うべきで

あろうか)そ の古色からしてオーケス トラの中において氏のオ～ボエは際立った存在なのである.

松 丼   清 (Tp)経 済学部

私は泌かに松り1氏を尊故している者の 1人であるが、彼が築きLげた功績は長島にも劣らないであろうと口う.そ

れは楽器係→マネージャー→古

`長

という工

'―
トコース+1度を確立し、あの突飛な部長あいさつで―世を風びしたの

は他ならぬ彼なのである.そ の彼が去ってしまうのかと思うと私のようなさびしが りやは1匈から熱いものがこみあげ、

思わず嗚嘔しそしまうのである.Tpの 鮨においてもかの0氏 にも比せられるテクニックを誇 う数々の迷演、迷録甘

を残してきた.(逆 命、となり

“

1など)ま だまだ彼の功績をあげるときりがないが彼の将来を考えるとこの辺でやめ

た方がよきそうな気がする。

今夜の幻想の4楽章に御江同あれ″

松 本    浩 (Hr)ェ 学部

彼はアルバイトに 遊び―艘に 〈これは手広く)、 ほんのしばし講義に、そしてそのあいまをぬってクラブヘとな

かなか忙しい人なのです.そ ねなのに彼はいつも口国ムードいっばいの湿和なljlを我々にiせ てくれるのです.し か

じその顔には音楽にガする、と

'わ

けホルンに対する情熱が満ち満ちてあスれんばかうなのがおわか0で しょう.そ

の4古熱の成呆が今■の演妻に」われるのです.ま た、その彼には (これはきっとホルン パー トの将来を考えて)少

なくとももう一年はクラブに残ってもらえそうなのです.ホ ルンもこれからまた乱れ …いゃ、こイ■で当分は去泰で

しょう.

蔵 本 真 ― (Trb)経 済学部

一兄 トロンボーンの面子の中では、一番まともな人とも思われがちであるが、そんな彼にも思わぬ―面がありそ

うだ.目 立たないが この人がいないと国るというような人間の標本のような人.ll・年度のマネージキー稼業の反勁

か、春からは老いの影が深まってきたようだ. トロンボーンの音にも哀感がlL・してきたようだ。既に某企業に就職が

決定し、彼の会話の中には 「 弊社の Jと いう語句力:頻黎に用いられるようになってきた.

上 原 慎 ― (VC)教 育学部

とろけるようにやさしい笑顔と、水滸伝の豪傑を思わせるような髭の渡きとが、不思議な対照と調和を兄せている、

一兄不可能な

"を

知|らぬ顔をしてやってのけている人。その相互にF●する彼の要素は、生活面にもよく現われ、教育

学剖
'の

4年であることを誰にも忘れさせてしまう割 大の数々に比べ (これは彼の名誉の為ll uておくが)、 あのチェ

ロを弾くときの貨剣なlF差を兄てもらえばよくわかる.そ の2つの要素の結合が彼のチェロそのものなのである.と
′いうことは、今宵チェロの―番llの男性を見て頂ければ+1然とすろであろう.

美 しい 環 境 づ く りを め ざ して

日木ペイントは、塗料工業の

パイオニアとしての歴史の中

でイった技術力を広く生かし

電薔 東京 く03)4741``1

良識あるケ ミストとしての立

場から、無公害指向の経営多

角化をはかっています.

大阪 (06)4581111

-15-
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村 野

亀 = i 浜  井

崎 上Πl 水

木 村 房 江 (Fl)‖戸よ大

忙しい勉強にもかかわらず、かろやかな足ど,で槃大からはる|まる六甲へ登ってこられるまじめさを私はいつも兄
習わねばと思ったものです.あ のスマートな体にちょこんとついた章顔、そしてあの鈴のような声 まさしく大和な
でしこを思わせる彼女ですが、その体の中を走るフルートに対する熱意にはなにか圧倒される思いです.本 番近 くに
なると、 「ふけないんてす」と嘆く私に 「負けるものかと思ってI1/かなくてはダメJと はげまして下さったIlりにな
る先輩であったのです.今 宵の幻想で、彼女のフルートの名セカンドぶ りをお鮨き下きい.

鯉 渕 陸 美 (Ist Vn)教育学部

コンマスの隣に座 ,、妖艶なほほえみをたたぇてぃる。そして lstヽ一卜の平均身長と平均休重をひたすら下げて
いろのが彼女である。そして外見とは対照的にその声はアル トですごllがあり、 ・1§tの カゲの権力者・という嗜を
本当らしく兄せている.こ の夏、教貝I■用試験の難関にみごと合格し、その姿が教壇の上に兄られる日も遠くないで

[3:よ2後『曹|:貫i]f:?:をF曇彗:[:ξ:長;英渥:身ζ[)::源:造島[艦「主;:FξF喜菓:、
よきやりくり女房の姿が、コ間見られるのであった.

畝 村 豊 明 〈Vn)工 学部

彼はいそがしいェ学部に丼を置きながら、致少ない 2ndの 男子部員としで4イ師 勉学とクラブの「F立を果たしたの
である.今 年は大学院をめざし一口勉学に励まれ、めでたく来年から入院生活をおくられることになった。合宿にお
いては愛月のカメラ片手に女子部員ばかりを写し 彼のアルバムをかざってぃる。特に破写休に美人が多かったのを
みれば彼のカメラはきっとミノルタなのであろう.

鈴 木   隆 (Hr)工 学

“彼の甘いホルンの調べを厠いて、場内でうっとりしてる女性がいるとかいないとか……ともかく17F年に続いてパー
ト,―ダーとして、顔からもあムれるような優しさの内にも、ァタック ハーモニーを追求して、弟子達を指導し、
今曰のホルンパーЮ 隆盛をもたらしたことが彼の技量を証明してくねるだろう。今夏無亭に大学院の試験をパスし、
これから2年間ホルンを吹き続けるそうである。今晩は彼の入17揃の最後の健康な演突が間けることでしょう.

浅 野   忠 (Vla)教育学部

1,2年 でティンバニをたたき、3.4年 ではヴィオラを美きそしてそのかたわらヴァイオ,ン 、チェロにも精を出し
ているというから、オケ部員の中でも自己の昔楽性を最大限に弓|き山そうとしてぃる屈指の人である。そして近ごろ
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では占今のクラシックのレ′ヾ―トリーは大かたこなした 〈?)も のとみえ、歌話1の ブィオラ編11にまで手をのぼし

特に■条きよしの｀
うそ

″はLa岬 1来とぃぇろ.練 習の他にも他方面にわたってその才能を遺憾なく発揮していろl・

力
'、

今後教ll(何 や間くところでは数学とか ′)と して回やかしい第―歩を歩み出すことを期待するとしよう.

拍 木 行 失 (Vn)ェ 学部

指揮者が無理難題をいう2■d′ヽ ィォ,ンでlStパイオ
'ン

から抜摺きれ、2年 mバ ート
'―

ダーとしていそがしい勉

強のかたわら初心者のめんどうをよくみてくれました.入 部したての頃は、長髪、績々ジーン、サンダルといういで

たちで、まわりの人々の目を楽しませてくれたltが、いつの頃からであったか、自ら自山を束縛きれることによろこ

びを見だし、オーソドツクスないでたちに変身しました.も う●業とは… 「おしい人をなくしました.Jと いう感じ

で残念でたまりません。また来て下さい.

舟 橋 桂 子 (Vn)神 戸■1大

一年間フ,レートを吹いておられましたが、数烈な生存競争にllけ、バイオツンに颯詢されました.

バイオリンではよい指導者にめぐまれ、めざましい上達ぶりで セカンドの他の初心者に 「私 もよい‖導者さえあ

れば… Jと ぼやかせたものです.

4年 間薬大からはるばろ六甲のJま でのぼってこられました.ご くろうさま.シ .― トカットを4年 問通し、くり

くりした目で、楽譜をにらんでおられた姿がみられなくなるのはさびしいことです.お しあわせに /

亀 山 泰 代 (Vla)教 育学部

業 気ヽ い (?)の ヴィオラをF 表ヽすろ人である.今 年はパートリーダーとしてその責を十分に果したといえよう。

兵庫県の片口舎 (?)の 揖保

“

という秘境から神大へ毎曰やってくる人で、体力をほとんど通学で消純してしまうら

しいがその割にはビオラ下級生の女子を統整し多大な影響をおよぼしているなど、なかなか意気さかんである。元来

しっか うした人らしいが卒業をひかえ最近では何やら優しさあふれめっきう女っぼくなったとか そ̈のあたうの理[|

は察しかねるが卒業後は音楽の先生となられるらしく、そのピアノと美声と‐
‐
貌で多感な生徒のあこがれとなるであ

ろう.

福 永 さ ち (Vn)教 育学部

セカンドバイオリンに初心者が多いので、ともすれば愴揮

`の

な うをきそった時期をの,こ え、●・でたく 「幻想J

では lStパイオリンをひかれます.教 育学部の理科で実験におわllろいそがしい身なのに、ねばり強いその性格で、

バイオ,ン をマスターされました。人よんで 「しらけのサッチ|ン Jと いうことですが もちまえの

"る

さと青舌で、

まわりをアッケラカンときせたその彼女がいなくなると、セカンドも寂しくなるてしよう。4年 間御苦労桜でした.

滉 崎 芳 子 (VC)文 学部

女性であうながら、男性チェリストをEす る彼女のチェロの吉に、まだまだ未熱な小生は尊仮のaを 払うのである.

その音の源は彼女のおおらかな性格であると思われる.そ の豊かな吉色はlt女のやさしさも物語っているようで、

"にいた小生もふと幸福な気持ちになったのである.― ―練習場で―― 「浜崎さん、ここどうやって弾くんですか.J

浜崎 :「ううむ、知らん。Jこ の一言によって、いままでの■福もふきヌヽばされそうになったのである.

丼 上 康 雄 (Ba83)神戸外大

細くすんなりした姿、九く柔和な顔、だれにでも親しみやすさを1感じきせる彼であるが、その彼が愛器を抱いで、

コウコツとしてベースを弾いていろ姿をみると、いかに彼がベースを、着楽を愛していろかわかるであろう.

そしてその低音は、容姿とは逆に大 くまた重厚でオケの縁の下の力もちとして、低音を,― ドしていくのである.

ギャンブルより勉学、勉学よりもクラブを愛すろ彼の練習熱心なことはいうまでもなく、後輩であるわ●われ|ま、

"と

してそのモーレッな練習のために手がは●あがることもある。

「来年もまたひかせてくれよJという彼、就職してもまだ神大に顔を由してくれるだろう.

―- 17 -―
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